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研究成果の概要（和文）：モンゴルおよび中央アジア諸国において20世紀に人びとが経験した社会主義時代の生活上の
大きな変化について理解を深めるために、写真やポスターなどの公的な画像記録と、それらによって喚起される人びと
の私的な記憶を収集した。とくに、高齢者の語りを人生史として収集した。公的な記録と私的な記憶のずれや、地域に
よる違いなどから、社会主義的近代化プログラムの画一性と、地域によって異なる文化的な多様性とを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：We collected public visual records such as news photographs and posters, and the p
ersonal memories of people that were stimulated by those materials, related to the everyday lives they exp
erienced during the socialist period in Mongolia and Central Asia, and through them revealed both the unif
ormity of the socialist modernization program and the cultural diversity of each separate region.
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１．研究開始当初の背景 
 社会主義時代の終焉に伴って、モンゴル研
究は国際的に活況を呈するようになり、とり
わけ市場経済への移行をいざなう開発分野
での新規参入者による研究が展開した。そう
した「移行のための移行期における研究」は、
ポスト社会主義以降の新規参入者によるこ
とが多く、もっぱら英語で実施された。そう
した研究は往々にして現地の社会や文化に
関する情報を取り込みにくく、また過去の研
究蓄積を取り込むことも少ないという2つの
問題をはらんできた。 
 このような言語的な障壁は、社会主義時代
の近代化の歴史とその成果としての社会や
生活が顧みられないという内容上の障壁を
伴うものであった。すなわち、もはやイデオ
ロギーによる支配のない時代であるにもか
かわらず、社会主義のもとで近代化を進めて
きた地域に対する理解は今なお、見えないイ
デオロギーによって阻まれてきたのである。 
 こうした地域研究の傾向は、モンゴルのみ
ならず中央アジアもまた同様であり、中央ユ
ーラシア地域に対する理解を阻む大きな要
因となっている。 
 
２．研究の目的 
（１）社会主義的近代化に関する記録と記憶
の収集 
 ポスト社会主義時代のユーラシア研究に
おいて相対的に顧みられなくなった、社会主
義時代に対する理解を促進するために、社会
主義時代の「記録」や「記憶」に注目してい
る研究者たちが集まり、それぞれの地域にお
ける「記憶」を「記録」とともに収集する。 
 
（２）地域間の比較考察 
 扱う地域は主として、モンゴル、ロシア連
邦ブリヤート共和国、クルグズスタン（キル
ギス）、ウズベキスタンである。さらに比較
のために、中国内モンゴル自治区やカザフス
タンも参照する。 
 これらの地域間で比較することによって、
社会主義的近代化プログラムのグローバル
な均一性と地域的・文化的な多様性を明らか
にする。研究の成果は、国際政治や環境学な
ど学際的かつ国際的に発信し、諸分野におい
て地域研究のもつ基礎情報の提供能力の高
さを示す。とくに、現代の開発プログラムに
おいて社会的文脈の理解に資する。 
 
３．研究の方法 
（１）地域ごとに社会主義時代の記録と記憶
を収集する。 
 公的な言説（Public Narrative）としてプ
ロパガンダ用のポスターや、新聞・雑誌等の
写真など画像資料を収集する。それらの画像
資料を援用しながら、私的な言説（Private 

Narrative）として、社会主義時代の記憶を
収集し、口述史（Oral History）として再構
成する。 
 公的な言説と私的な言説のずれを明らか
にすることによって、社会主義的近代化のプ
ログラムが現在、どのように受け止められて
いるかを明確にする。 
 
（２）同様の方法を広域的に用いることによ
って、地域間比較をおこない、社会主義的近
代化プログラムの均一性と地域的・文化的多
様性を明らかにする。 
 
４．研究成果 
（１）社会主義的近代化に関する公的言説の
資料収集 
  新聞や雑誌などに代表される公的な言説
のなかでも、人びとの記憶を刺激するものと
して画像資料（images）に注目し、プロパガ
ンダ・ナラティブとして収集した。以下のよ
うな戦術により、限定的に収集した。 
①モンゴルについては、人民党（旧人民革命
党）の資料館と協力し、同館が所有するポス
ターをスキャニングしたのち、内容に応じて
分類し、キリル文字によるモンゴル語テキス
トを付した。さらに英訳し、英文による解説
を付した。現在、イギリスで出版のための作
業中である。 
 ロシアおよび中国についてはポスター集
が刊行され、それらを分析する研究も蓄積さ
れつつあるのに対して、これまでモンゴルの
ポスターは一部刊行されているものの、ポス
ター集としては刊行されておらず、非常に貴
重な研究資料として国際的に注目されるだ
ろう。 
②ウズベキスタンについては、公的な記録写
真を収集した。とくに、1920 年代後半から
1940 年代の初期社会主義建設期を対象とし
て、おもに『プラウダ・ヴォストーカ（東方
の真実）』紙上に掲載された女性の表象に関
連する写真約 500 点を整理し、キャプション
をつけて、簡易データベースを構築した。イ
スラーム世界におけるジェンダー研究にと
って、非常に有益な資料となるだろう。 
③クルグズスタンについては、公的な写真集
（アルバム）を入手し、語りの誘引剤として
利用した。 
 
（２）社会主義的近代化に関する私的言説の
収集 
  私的な言説として、写真を見ながら発せら
れる「思い出」というヒアリング手法による
記憶と、個人史全体を聞き取るオーラルヒス
トリー（口述史）を収集した。 
①モンゴルおよびブリヤートについては、農
業、宗教、越境移動などを中心に口述史を収
集し、それぞれ資料集として刊行した。 



②ウズベキスタンについては、伝統的な都市
コミュニティ、女性解放運動を中心に口述史
を収集し、前者については資料集を刊行し、
後者については論文を刊行した。 
③クルグズスタンにおけるヒアリング手法
によって、工場など社会主義に新たに作られ
たものについての記憶は社会主義時代に対
して肯定的な評価をもたらし、牧畜など社会
主義以前からあり改変を受けたものについ
ての記憶は社会主義時代に対して否定的な
評価をもたらすことが明らかになった。 
 
（３）地域間比較のための国際発信 
 本研究組織内での比較のほか、さまざまな
国際会議等で事例報告をおこない、より広域
的かつ学際的な比較考察に資した。とくに、
オーラルヒストリーの資料は英訳刊行後、さ
まざまな研究に利用されるようになった。比
較によって社会主義的近代化に関する人び
との評価として以下のような点が明らかと
なった。 
①評価の二面性：教育や衛生など、プラスに
評価されやすい側面と、経済活動の限定や強
制移住など、マイナスに評価されやすい側面
とがある。このような二面性は地域を越えて
共通している。基本的に、社会主義的近代化
によって新たに生まれたものはプラスとし
て評価されやすく、改変されたものはマイナ
スとして評価されやすい。近代化プログラム
の均一性を反映している。 
②出自による評価の違い：モンゴルの場合、
貴族たちは社会主義時代に没落したため、評
価が低く、庶民たちは社会主義時代に出世し
たため、評価が高い。このような出自による
違いは、イスラーム圏ではさほど顕著ではな
い。近代化プログラムの地域差、文化差を反
映している。 
③移行状況による評価の違い：モンゴルでは
すでにポスト移行期とでもいえる経済活況
の時代を迎えているため、「喪失の語り」は
収束した。一方、クルグズスタンでは「喪失
の語り」がいまだおこなわれており、移行期
すなわちポスト社会主義の時代が続いてい
る。言い換えれば、「喪失の語り」が社会的
に終焉した時点で、移行期は完了し、ポスト
移行期に入ったと判断してよいだろう。近代
化プログラムからの離陸の差を反映してい
る。 
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